
仙
台
駅

①
26
日
ま
で
出
札
・
改
札
あ

わ
せ
、
日
勤
2
・
泊
り
2
の

必
要
最
小
限
で
、
通
勤
可
能

者
で
対
応
。
他
は
自
宅
待
機
。

28
日
仙
石
線
が
始
発
か
ら

運
転
再
開
の
た
め
27
日
か
ら

は
、
泊
ま
り
勤
務
を
取
り
入

れ
回
す
。

②
28
日
か
ら
仙
石
線
あ
お
ば

通
り
―
小
鶴
新
田
間
運
転
再

開
。
31
日
仙
台
―
岩
切
間
運

転
再
開
。
4
月
2
日
仙
台
―

岩
沼
間
運
転
再
開
。
4
月
は

じ
め
に
他
線
区
も
運
転
再
開

を
目
指
し
て
い
る
。

③
遠
距
離
通
勤
、
郡
山
か
ら

の
モ
ニ
タ
ー
通
勤
者
問
題
。

福
島
市
か
ら
の
通
勤
者
は

「
勤
務
は
罹
災
な
の
か
?
」

と
聞
く
も
管
理
者
は
返
答
で

き
ず
。
勤
務
指
定
の
当
日
は
、

改
札
緊
急
電
話
で
主
任
職
の

同
僚
か
ら
連
絡
が
あ
る
場
合

と
な
い
場
合
が
。
改
札
部
署

長
か
ら
「
4
月
6
日
か
ら
東

北
線
の
仙
台
―
福
島
間
開
通

予
定
で
あ
る
の
で
勤
務
入
れ

て
お
い
た
。
前
泊
で
も
結
構

で
す
」
と
連
絡
。

④
常
磐
線
原
ノ
町
在
住
の
組

合
員
と
家
族
が
秋
田
県
に
避

難
中
。
福
島
市
在
住
組
合
員

は
今
後
ど
う
な
る
か
不
安
を

訴
え
る
。

⑤
分
会
中
間
駅
は
集
約
中
。

大
河
原
駅

①
3
月
勤
務
を
泊
ま
り
か
ら

日
勤
に
変
更
。
ガ
ソ
リ
ン
入

手
困
難
の
状
況
か
ら
3
月
通

勤
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
待

機
。
駅
の
車
を
災
害
指
定
車

認
定
さ
せ
、
そ
の
車
も
し
く

は
、
私
用
車
（
交
通
費
は
支

給
）
使
用
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
日
に
通
勤
（
駅
窓
口
は
閉

鎖
し
て
い
る
が
、
未
締
切
り

日
の
端
末
締
切
更
新
業
務
）
。

4
月
勤
務
に
つ
い
て
は
、

運
転
再
開
が
確
定
し
て
い
な

い
た
め
、
通
常
泊
ま
り
勤
務

を
日
勤
勤
務
明
示
。

名
取
駅

①
2
日
運
転
再
開
確
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
4
月
勤
務
は

通
常
泊
ま
り
勤
務
明
示
。

郡
山
駅

①
②
磐
西
が
運
転
再
開
。
徐
々

に
東
北
本
線
・
磐
東
線
の
一

部
が
再
開
。
郡
山
駅
み
ど
り

の
窓
口
が
再
開
、
駅
ビ
ル
の

ピ
ボ
ッ
ト
も
営
業
再
開
。

④
磐
東
沿
線
の
分
会
員
は
若

松
の
親
戚
に
一
時
避
難
。
母

親
が
病
気
で
郡
山
に
入
院
な

ど
。
屋
内
退
避
区
域
の
分
会

員
が
え
き
ね
っ
と
班
に
１
名
。

野
菜
・
水
道
水
に
放
射
能

汚
染
の
報
道
が
あ
り
心
配
。

⑤
磐
東
沿
線
の
分
会
員
情
報

収
集
し
て
い
る
が
、
自
宅
待

機
の
た
め
困
難
。

郡
山
駅
信
号
所

①
郡
山
信
号
所
は
基
本
5
徹

で
、
25
日
か
ら
2
徹
、
28
日

か
ら
3
徹
、
30
日
か
ら
4
徹

予
定
。
自
転
車
や
自
家
用
車

で
通
勤
。
会
津
若
松
地
区
は
、

列
車
通
勤
開
始
。

4
月
勤
務
指
定
は
所
定
に

明
示
。

古
川
駅

①
震
災
か
ら
自
宅
待
機
。

小
牛
田
・
石
巻
各
班
の
情
報

取
れ
な
い
。

石
巻
駅
班
組
合
員
・
OB
が

津
波
被
災
。
組
合
員
家
族
の

安
否
確
認
取
れ
ず
心
配
だ
。

仙
台
運
輸
区

①
自
宅
待
機
（
所
定
出
勤
時

間
、
退
勤
時
間
に
当
直
へ
電

話
）
4
月
の
勤
務
。
基
本
組
、

予
備
組
共
に
出
勤
予
備
指
定

（
A
〜
E
の
組
合
せ
）

A

5
：
00
〜
12
：
10

B

7
：
00
〜
14
：
10

C

9
：
00
〜
16
：
10

D

11
：
00
〜
18
：
10

E

14
：
30
〜
21
：
40

全
て
7
時
間
10
分
の
労
働

時
間
。

②
東
北
線
４
月
上
旬
、
南
仙

台
―
利
府
開
通
予
定
、
そ
の

他
目
処
立
た
ず
、
仙
山
線
４

月
上
旬
、
仙
台
―
愛
子
開
通

予
定
、
常
磐
線
目
処
立
た
ず
。

③
今
の
所
、
特
に
な
し
。

④
南
相
馬
市
在
住
組
合
員
と
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国
労
仙
台
地
方
運
輸
協
議
会
は
、
東
北
・
関
東
大
震
災

後
の
職
場
の
勤
務
の
取
扱
い
や
会
社
の
動
向
そ
の
他
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
調
査
結
果
を
参
考
に
し
、
今
後
の
運

動
等
に
活
用
す
る
考
え
だ
。
（
調
査
に
つ
い
て
は
、
震
災

後
で
、
職
場
や
分
会
が
混
乱
中
な
ど
、
一
部
連
絡
が
取
れ

な
い
駅
や
運
輸
区
が
あ
っ
た
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問

①
勤
務
状
況
お
よ
び
4
月
勤
務
指
定

②
列
車
運
行
状
況

③
会
社
動
向
お
よ
び
勤
務
上
の
問
題

④
福
島
原
発
関
連

⑤
そ
の
他

※
な
お
、
3
月
29
日
現
在
の
集
約
結
果
で
あ
り
、
列
車
運

行
状
況
等
は
当
時
ま
で
の
状
況
で
あ
る
こ
と
に
留
意
。



家
族
が
栃
木
県
今
市
に
避
難
。

⑤
仙
台
新
幹
線
運
輸
区
の
福

島
在
住
の
車
掌
が
、
福
島
総

合
運
輸
区
の
兼
務
発
令
が
さ

れ
た
模
様
。

宮
城
野
運
輸
区

①
初
電
か
ら
終
電
ま
で
運
転

士
・
車
掌
は
日
勤
行
路
5
、

泊
行
路
5
で
対
応
。
他
は
、

被
災
社
員
3
名
以
外
9
時
〜

16
時
10
分
の
出
勤
予
備
。

4
月
勤
務
は
車
掌
、
運
転

士
と
も
全
員
予
備
指
定
。
10

日
ま
で
決
定
。
上
下
65
本
運

転
。
車
で
出
勤
し
た
人
に
は

ガ
ソ
リ
ン
代
支
払
う
。

し
か
し
、
ガ
ソ
リ
ン
給
油

は
何
時
間
も
待
ち
、
自
宅
待

機
に
し
て
ほ
し
い
声
も
。

②
28
日
、
仙
石
線
あ
お
ば
通

り
―
小
鶴
新
田
間
で
運
転
再

開
。

③
〜
⑤
今
の
と
こ
ろ
特
に
な

し
。

郡
山
運
輸
区

①
4
月
は
運
転
士
・
車
掌
全

員
予
備
組
・
予
備
4
対
応

9:

05
〜
16:

05

②
磐
越
西
線
は
再
開
。
東
北

本
線
は
3
月
29
日
郡
山
―
本

宮
間
再
開
、
全
列
車
運
転
。

磐
越
東
線
は
3
月
31
日
郡

山
―
船
引
間
再
開
。

磐
越
西
線
は
泊
ま
り
2
行

路
。
本
線
は
日
勤
1
・
泊
ま

り
2
。
磐
越
東
線
は
詳
細
不

明
。
仙
台
市
お
よ
び
福
島
市

か
ら
の
通
勤
者
は
自
宅
予
備

（
予
備
４
）
。
え
き
ね
っ
と

（
関
連
会
社
東
北
総
合
サ
ー

ビ
ス
・
出
向
）
は
福
島
か
ら

は
高
速
バ
ス
で
通
勤
。

③
運
転
再
開
区
間
の
行
路
が

不
明
。
勤
務
が
わ
か
ら
ず
予

定
が
立
た
ず
。
地
元
や
通
勤

出
来
る
乗
務
員
で
乗
務
、
負

担
が
大
き
い
。

福
島
運
輸
区
に
仙
台
新
幹

線
運
輸
区
か
ら
福
島
出
身
通

勤
者
の
助
勤
ま
た
は
兼
務
の

話
し
。

④
磐
越
東
線
か
ら
の
通
勤
者

の
対
応
は
ど
う
な
る
か
。

新
町
ま
で
運
転
さ
せ
た
い
、

大
丈
夫
か
？
。
い
わ
き
運
輸

区
は
閉
鎖
状
態
。

⑤
仙
台
通
勤
者
が
新
幹
線
よ

り
先
に
在
来
線
再
開
し
た
ら

通
勤
さ
せ
る
の
か
。

自
宅
予
備
者
の
出
勤
・
退

勤
の
確
認
の
電
話
代
は
出
な

い
の
か
。

会
津
若
松
運
輸
区

①
待
機
の
た
め
不
明
。

②
26
日
よ
り
磐
西
は
運
転
再

開
す
る
も
一
部
運
休
。
郡
山

か
ら
新
津
ま
で
全
線
開
通
。

只
見
線
は
全
線
運
休
。

③
勤
務
は
、
全
員
自
宅
待
機

で
指
定
。
行
路
の
始
業
時
と

終
業
時
に
、
会
社
に
確
認
の

電
話
。
電
話
代
に
つ
い
て
は

聞
い
て
い
な
い
。

④
放
射
線
の
測
定
値
の
報
道

は
心
配
。
原
発
か
ら
半
径
80

か
ら
90
キ
ロ
程
度
。
微
量
で

あ
る
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

市
内
に
は
、
避
難
さ
れ
て

き
た
み
な
さ
ん
が
体
育
館
な

ど
に
退
避
し
て
お
り
、
ま
る

で
映
画
の
よ
う
。
現
実
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
東
京
電
力

や
政
府
の
「
絶
対
安
全
」
に

怒
り
。

⑤
本
部
・
地
本
の
活
動
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
毎
日
見

て
お
り
感
謝
。

小
牛
田
運
輸
区

①
徒
歩
・
自
転
車
通
勤
可
能

者
は
出
勤
予
備
で
9:

00
〜

16:
10
。
列
車
お
よ
び
自
動

車
通
勤
者
は
自
宅
予
備
（
9

:

00
〜
16:
10
）

4
月
勤
務
指
定
は
災
害
時

の
勤
務
と
し
、
全
て
予
備
の

勤
務
指
定
。
会
社
は
一
旦
指

定
し
た
勤
務
・
休
日
に
つ
い

て
も
変
更
可
能
（
16
項
目
適

用
）
と
し
呼
び
出
し
も
あ
り

得
る
と
。

②
陸
羽
東
線
小
牛
田
〜
新
庄

4
月
2
日
に
安
全
確
認
列
車

走
行
、
3
日
よ
り
本
運
転
予

定
。
東
北
本
線
は
、
仙
台
―

岩
切
―
松
島
―
小
牛
田
―
一

関
と
段
階
的
な
復
旧
情
報
。

石
巻
・
気
仙
沼
線
は
再
開

目
処
立
た
ず
。

③
次
勤
務
確
認
で
は
電
話
料

金
会
社
負
担
求
め
る
。

※
会
社
か
ら
一
回
だ
け
電
話
。

④
女
川
原
発
が
近
い
。

⑤
余
震
続
い
て
お
り
、
運
転

再
開
後
も
乗
務
員
に
対
す
る

緊
急
停
止
手
配
や
津
波
情
報

お
よ
び
お
客
誘
導
、
避
難
指

示
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
見
直

し
）
が
完
全
に
伝
達
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
求
め

る
。
職
場
復
旧
や
運
転
再
開

（
被
災
者
の
長
期
避
難
者
含

む
）
ま
で
、
長
期
に
渡
る
事

が
予
想
さ
れ
る
社
員
に
対
し

て
転
勤
の
噂
が
。
組
合
差
別

の
無
い
取
扱
い
を
求
め
る
。

福
島
総
合
運
輸
区

①
地
震
発
生
以
降
は
自
宅
待

機
。
3
月
交
番
発
表
の
勤
務

で
出
・
退
勤
の
時
間
で
電
話

確
認
。
4
月
勤
務
指
定
に
関

し
て
は
確
認
出
来
ず
。

②
受
け
持
ち
線
区
は
、
奥
羽

線
・
福
島
―
米
沢
4
月
上
旬

見
込
み
、
東
北
線
・
郡
山
―

―
島
4
月
再
開
目
途
、
福
島

―
仙
台
は
未
確
認
。

③
〜
⑤
そ
の
他
の
項
目
は
、

自
宅
待
機
の
た
め
情
報
共
有

出
来
ず
。

福
田
町
駅

①
震
災
に
よ
り
事
務
室
内
散

乱
機
能
し
な
い
状
態
の
た
め
、

管
理
駅
の
陸
前
原
ノ
町
駅
に

出
勤
。
不
慣
れ
な
職
場
の
た

め
神
経
使
う
。

多
賀
城
・
本
塩
釜
等
の
各

管
理
駅
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
と
聞
く
。
仙
石
全
線
の

復
旧
ま
で
時
間
を
要
す
る
。

４
月
も
当
面
は
管
理
駅
勤
務
。

②
あ
お
ば
通
り
―
小
鶴
新
田

間
で
運
転
再
開
。
以
遠
は
4

月
か
。

③
管
理
駅
自
体
も
復
旧
に
時

間
要
し
た
。
列
車
運
転
復
旧

（
設
備
等
の
復
旧
作
業
）
と

駅
業
務
再
開
（
駅
社
員
の
み

の
片
付
け
作
業
）
と
が
同
時

並
行
で
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
駅
関
係
の
人
手
が
足

り
な
い
。
駅
は
一
人
勤
務
の

た
め
通
常
の
業
務
自
体
苦
慮

し
て
い
る
が
、
運
転
再
開
後

の
復
旧
作
業
も
一
人
、
助
役

も
大
変
な
苦
労
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
地
区
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
応
援
が
あ
る

も
、
業
務
に
精
通
で
な
く
目

だ
っ
た
改
善
は
な
い
。

④
原
発
は
女
川
が
近
い
。
福

島
が
や
ら
れ
て
、
女
川
は
偶

然
大
丈
夫
だ
っ
た
の
か
詳
細

不
明
。
不
安
は
あ
る
。

⑤
仙
石
線
の
福
田
町
駅
と
陸

前
赤
井
駅
が
、
４
月
か
ら
業

務
委
託
駅
に
さ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
が
震
災
の
影
響
で
ど

う
な
る
か
不
明
。
エ
ル
ダ
ー

予
定
先
輩
組
合
員
も
、
勤
務

中
津
波
に
襲
わ
れ
、
九
死
に

一
生
を
得
た
。

仙
石
線
の
復
旧
と
合
わ
せ
、

エ
ル
ダ
ー
再
就
職
先
の
配
属

に
つ
い
て
は
、
支
社
の
弾
力

的
な
対
応
を
求
め
た
い
。
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【
4
月
1
日
現
在
】

東
北
本
線

黒
磯
―
安
積
永
盛
４
月
中
旬

安
積
永
盛
―
郡
山
4
月
2
日

本
宮
―
福
島

4
月
5
日

福
島
―
岩
沼
4
月
7
日
予
定

岩
沼
―
仙
台

4
月
2
日

岩
切
―
松
島

4
月
5
日

松
島
―
小
牛
田

4
月
上
旬

小
牛
田
―
花
泉

4
月
中
旬

岩
切
―
利
府

4
月
5
日

常
磐
線

岩
沼
―
亘
理

4
月
中
旬

仙
山
線

仙
台
―
愛
子

4
月
4
日

愛
子
―
山
寺

4
月
中
旬

仙
石
線

小
鶴
新
田
―
東
塩
釜4

月
中
旬

石
巻
線

小
牛
田
―
前
谷
地
4
月
中
旬

磐
越
東
線

船
引
―
小
野
新
町
4
月
中
旬

只
見
線

坂
下
―
川
口

4
月
上
旬

陸
羽
東
線

小
牛
田
―
新
庄

4
月
3
日

水
郡
線
（
参
考
）

常
陸
青
柳
―
安
積
永
盛
4
月
中
旬


